
方
雅
幸

第
三
分
団

第
一
部　

部
長=

勝
野
博
志　

班

長=

堀
尾
大
成
、
義
村
晃
、
岩
田

博
之
、
丸
山
竜
介　

団
員=

佐
々

裕
之
、
神
谷
隆
彦
、
村
田
竜
一
、

大
沢
高
司

第
二
部

部
長=

可
児
旭　

班
長=

土
田

茂
紀　

団
員=

加
藤
雄
摩
、
安
田

錠
、
角
裕
輔

第
三
部　

部
長=

小
深
田
雅
也　

班
長=

三
宅
冬
樹
、
西
垣
義
博　

団
員=

横
井
純
、
古
谷
実
、
山
本

雅
紀
、
小
林
克
博
、
遠
山
竜
治
、

野
々
垣
邦
彦
、
岩
下
良
太
、
谷
村

三
四
郎
、
渡
辺
泰
裕

第
四
部　

部
長=

亀
谷
弘
毅　

班

長=

野
口
洋
一
、
勝
野
晃
、
金
子

第
一
分
団

第
一
部　

部
長=

渡
辺
光
祥　

班

長=

可
児
収
、
横
枕
英
之
、
岡
田

明
文
、
藤
掛
紀
彦　

団
員=

小
池

宏
規
、
瀧
祐
太
、
下
條
龍
太
郎
、

服
部
弘
幸

第
二
部　

部
長=

加
藤
浩　

班
長

=

飯
田
英
貴
、
金
子
和
宣　

団
員

=

加
納
清
孝
、
高
井
康
史
、
伊
藤

佑
治

第
三
部　

部
長=

三
宅
雅
人　

班

長=

平
泉
大
輔
、
後
藤
満
春
、
奥

村
政
史　

団
員=

宇
野
潔
、
大
島

学
、
兼
岩
智
、
吉
田
拓
司

第
四
部　

部
長=

可
児
浩
之　

団

睦
弘
、
岡
田
朋
幸　

団
員=

中
村

数
紀
、
大
平
恒
久
、
勝
野
敏
史
、

水
野
満
哉
、
安
達
慶

第
四
分
団

第
一
部　

部
長=

鈴
木
誠　

団
員

=

伊
藤
泰
啓
、
竹
内
佑
太
、
成
瀬

瑛
一
、
奥
村
祥

第
二
部　

部
長=

間
渕
晃　

団
員

=

中
村
圭
吾
、
松
本
康
平
、
二
子

石
裕
也
、
長
島
夏
彦
、
板
津
博
之
、

前
田
茂
宏

第
三
部　

部
長=

志
村
匡
生　

団

員=

奥
村
高
好
、
渡
辺
俊
介
、
三

輪
尚
宏
、
吉
川
政
志
、
石
原
亮
、

伊
藤
宏
明

第
四
部　

部
長=

伊
藤
信
男　

団

員=

深
谷
真
司
、
深
澤
晃
、
伊
藤

淳

 

（
以
上
１
１
1
人
）

入
団
の
皆
さ
ん

入
団
の
皆
さ
ん

員=

伊
藤
彰
記
、
太
田
吉
昭
、
大

橋
良
太
、
奥
谷
昭
仁

第
二
分
団

第
一
部

部
長=

田
口
克
典　

班
長=

田

口
恭
啓
、
奥
村
光
則
、
杉
田
雅
弘

団
員=

酒
井
翼
、
大
平
拓
也
、
朝

比
奈
純
一

第
二
部　

部
長=

長
瀬
淳
孝　

班

長=

大
平
雅
典
、
渡
辺
光
祥
、
坂

崎
正
英
、
安
藤
知
博　

団
員=

兼

松
泰
宏
、
奥
園
亮
一

第
三
部　

部
長=

大
澤
直
哉　

班

長=

渡
邉
正
人
、
鈴
本
勝
弘
、
樋

口
亮
二　

団
員=

宮
崎
佑
介
、
亀

井
洋
俊

第
四
部　

部
長=

佐
橋
克
也　

団

員=

大
澤
真
之
、
野
口
倫
聡
、
佐

可児市消防団長に就任して２年目を迎
えました。
可児市消防団は、新たに 111 人の力
強い仲間を迎え、市民の生命、身体、財
産の保護という消防の使命を全うするよ
う、一生懸命努力してまいります。団員
は災害に迅速に対応し、被害を最小限に
食い止めるため、そして身の安全を確保
するために、市内の各所で訓練を行って
おります。そんな頑張っている団員たち
に皆さまのご支援を賜りますようお願い
いたします。

可児市消防団第４分団第２部の部長
を務めることになりました。班長を務
めた後、８年ぶりに消防団活動に携わ
ることになりました。不安もたくさん
ありますが、引き受けたからには一生
懸命やっていきたいと思います。地域
の方々の安全と安心を守るため、団員
一丸となり協力していきます。

消
防
団
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り

た
い
人
、
入
団
を
希
望
す
る
人

は
、
防
災
安
全
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

山田市長に向かい宣誓
する入団者の代表

可児市消防団

団　長

　小澤　修二さん

間渕晃さん
第 4分団第 2部

部　長

第
１
分
団

第１部 広見、石井、広眺ケ丘

第２部 瀬田、柿田、淵之上、平貝戸、
石森

第３部 中恵土
第４部 下切、今、谷迫間、みずきケ丘、姫ケ丘

第
２
分
団

第１部 今渡
第２部 下恵土、禅台寺、徳野南
第３部 川合、川合北
第４部 土田

第
３
分
団

第１部
矢戸、長洞、室原、塩、坂戸、美
里ケ丘

第２部 塩河、清水ケ丘
第３部 菅刈、西帷子、緑、鳩吹台、虹ケ丘

第４部 東帷子、長坂、愛岐ケ丘、光陽
台、若葉台、帷子新町

第
４
分
団

第１部 久々利、柿下、久々利柿下入会
第２部 羽崎、二野、緑ケ丘、羽生ケ丘

第３部 大森、大森台、桜ケ丘、皐ケ丘、
桂ケ丘、星見台、松伏

第４部 兼山

問
合
先　

防
災
安
全
課

入 団 者 の 声

分団・部の編成区域表分団・部の編成区域表
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第
一
分
団

第
一
部　

部
長=

生
駒
隆
昌　

班

長=

可
児
敦
雅
、
川
合
俊
治
、
永

田
賢
一　

団
員=
亀
谷
幸
次
、
大

雅
峰
宏
、
玉
置
祐
也

第
二
部　

部
長=

坪
内
豊　

班
長

=

丹
羽
保
之
、
北
村
博
、
奥
村
順

一団
員=

加
納
秀
一
、
佐
藤
貴
信
、

栗
本
洋
一

第
三
部　

部
長=

加
藤
正
和　

班

長=

三
宅
秀
一
、
川
口
雅
也
、
日

比
野
哲
寛　

団
員=

安
達
俊
喜
、

吉
田
龍
二
、
加
藤
直
樹
、
三
宅
洋

弥第
四
部　

部
長=

可
児
敏
治　

班

長=

村
井
勝
利
、
太
田
国
盛
、
小

島
則
和
、
西
垣
利
美

第
二
分
団

第
一
部　

部
長=

桜
井
孝
治　

班

長=

長
谷
川
和
正
、
尾
関
俊
浩
、

中
島
英
二
、
牛
田
栄
治　

団
員=

横
山
大
介
、
磯
野
昌
臣
、
板
倉
彰

第
二
部　

部
長=

森
川
貢
二　

班

長=

青
山
真
之
、
大
久
保
嘉
博
、

肥
田
尚
幸
、
渡
辺
豪　

団
員=

矢

入
稔
久
、
日
比
隼
人
、
山
本
晃

第
三
部　

部
長=

渡
邉
孝
弘　

班

長=

石
井
光
一
、
渡
邊
裕
也
、
熊

澤
耕
治　

団
員=

熊
澤
秀
彦
、
柴

田
克
敏

第
四
部　

部
長=

水
谷
雅
之　

班

長=

山
田
和
由
、
後
藤
文
彦
、
堅

山
雄
二
、
藤
井
寛
之
、
佐
橋
昌
紀

団
員=

林
修

第
三
分
団

第
一
部　

部
長=

吉
田
勝
也　

班

長=

吉
田
学
、
奥
村
洋
、
梅
田
武

士
、永
田
匠　

団
員=

尾
崎
陽
介
、

奥
村
尚
生
、
戸
松
美
智
彦

第
二
部　

部
長=

土
田
幸
夫　

班

長=

大
澤
伸
光
、
土
田
昌
義
、
林

数
馬

第
三
部　

部
長=

武
藤
務　

班
長

=

奥
村
英
二
、
歌
橋
龍
一
、
平
塚

圭
介
、
斎
藤
雄
太　

団
員=

澤
野

祐
二
、
大
澤
邦
男
、
小
池
徹
、
小

栗
智
宏
、
野
村
進

第
四
部　

部
長=

水
野
芳
男　

班

長=

前
田
泰
司
、
尾
関
信
也
、
林

武
夫
、
三
木
孝
一
郎
、
徳
田
正
樹

団
員=

柳
生
光
一
、
勝
野
秀
和
、

西
尾
望
広
、
小
澤
勝
利
、
織
田
浩

史第
四
分
団

第
一
部　

部
長=

伊
藤
修
司　

班

長=

星
野
昌
高
、
奥
村
裕
樹
、
金

子
勝　

団
員=

村
井
雄
治

第
二
部　

部
長=

可
児
大
蔵　

班

長=

佐
野
佑
司
、
奥
村
真
吾
、
奥

村
敏
也
、
加
知
聡

第
三
部　

部
長=

渡
辺
強　

班
長

=

渡
邉
茂
雄
、
渡
邊
真
史
、
道
家

祐
史
、
林
桂
太
郎
、
水
野
孝
志　

団
員=

古
山
宏
幸

第
四
部　

部
長=

高
橋
利
之　

班

長=

白
木
敏
仁
、
宮
脇
健
治
、
亀

井
一
広
、
桑
原
弘
光　

団
員=

河

村
昌
彦

 

（
以
上
１
１
２
人
）

平
成
22
年
度
可
児
市
消
防
団
入
退
団
式

退
団
の
皆
さ
ん

退
団
の
皆
さ
ん

僕にとっての消防団活動は、大変だった事も含めて最高に良
い経験となりました。さまざまな年代や職業の仲間と共に火消
しの技術を学び、努力した結果、操法大会では３度の個人優秀
賞と２度の県大会出場を経験させてもらいました。火災の時に
は、地域のためにその技術を使うこともできました。また地元
の行事にも参加し、多くの人との繋がりもできました。
「任期がなければ現役を退きたくない」、そう思えるほどの経
験が出来たことを後に続く人たちに伝え、地域を守る消防の輪
を広げていきたいと思います。

感謝状を受ける退団者の代表

林　数馬さん
元第３分団第２部

班　長

熱
い
火
消
し
魂
を
受
け
継
ぐ

熱
い
火
消
し
魂
を
受
け
継
ぐ

消
防
団
の
入
退
団
式
が
、
４
月
４
日
（
日
）
可
児
市
役
所
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
り
地
域
の
安
全
を
守
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
と
、
新
し
く
団
員
に
な
ら
れ
た

皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

退 団 者 の 声

整列した団員の皆さん
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